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みんな
　がんばったね!

10月5日（土）鶴が丘保育園の運動会が
鶴ヶ丘小学校体育館で行なわれました。

うちなだ
 議会だより



磯貝幸博議員の辞職勧� 告決議全会一致で可決
　内灘町議会は、9月18日の本会議で磯貝議員に対する議員辞職勧告決議を、当事者を除く全会一致で可決しま
した。この辞職勧告決議案は、磯貝議員に政治倫理条例違反の疑いがあることから調査請求が提出されたことを
受けてのものでした。※1

　議長は、審査会を設置し、この調査請求の審査をゆだねました。※2

　これを受けた審査会では、6月17日から9月6日までの間に8回にわたる審査会を開催しました。※3

　その審査結果を『審査結果報告書』として9月9日、議長に提出しました。※4

　議長は、この報告書を政治倫理条例の規定に基づき、議会運営委員会に諮りました。磯貝幸博議員に対する議
員辞職を求める決議案は、こうした経緯で提案されたものでした。

　上記の決議を行なった後、このような不祥事を二度と起こさぬことを誓うために内灘町議会における政治倫理
向上に関する決議案も全会一致で可決しました。

磯貝幸博議員に対する議員辞職を求める決議
　磯貝幸博議員は、平成30年10月7日、飲酒により酩酊状態となり、町内飲食店において、アルバイトの女性従業
員の太ももから腰にかけて複数回にわたり触れる行為をした。また、同店の外ではガス管やメーター付近に衝撃を与
えガスの供給を一時的に停止させたそれらの行為は新聞、テレビで大きく報道された。当町議会として真相を確認す
るため、本人の説明を求めたが、説明責任を果たすことなく一身上の都合により同年10月15日付で議員辞職をした
ところである。
　これらの行為について、本年6月4日に内灘町議会議員政治倫理条例第4条の規定に基づき調査請求があり、6月
12日付で政治倫理審査会が設置された。6月17日から8回にわたり政治倫理審査会で調査を行った結果、同条例第3
条第1号「いやしくも町の名誉を傷つけるような行為をしないこと。」及び同条第2号「町民全体の代表者としてその
品位と名誉を損なうような一切の行為を慎み、その職務に関し不正の疑いをもたれる恐れのある行為をしないこと。」
で規定する倫理基準にいずれも違反するとした審査結果報告書が9月9日付で提出された。
　それらの行為は、内灘町議会議員政治倫理条例の目的である議員は町民の厳粛な信託に応えるため、町民全体の奉
仕者として、その人格と倫理の向上に努め、誠実かつ公正に議員活動に取り組むことに反することはもとより、内灘
町民全体の代表者である内灘町議会議員としての品位と、内灘町議会の名誉を傷つける行為と言わざるを得ない。
　よって本町議会は、磯貝幸博議員に対して、すみやかに議員を辞職することを求めるものである。
　以上決議する。
　　　令和元年9月18日� 石川県河北郡内灘町議会　　　

内灘町議会における政治倫理向上に関する決議
　内灘町議会は、内灘町議会議員政治倫理条例（平成15年3月19日条例第15号）を内灘町議会総意のもとに定め、
町民からの信頼を高めるとともに町民福祉の向上と町政発展に向け邁進してきた。
　この度、この議員政治倫理条例に抵触する事件が発生したことは、町民の皆様の期待に反するとともに信頼を損な
うものであり、内灘町議会として、誠に遺憾である。
　この現況を真摯に受け止め、議員として、町民の負託を受けていることへの十分な自覚、さらには自己の能力を高
める不断の研鑽に努め、町民の代表としてふさわしい活動に邁進することを改めて相互に確認する。
　今後、このような問題を二度と起こさぬよう、町民の代弁者である議員一人ひとりが応分の責任と倫理、品位と見
識をもって政治活動を行うことを改めて決意し、町議会一丸となって町民の皆様の信頼回復を図るため今後努めるこ
とを誓う。
　以上決議する。
　　　令和元年9月18日� 石川県河北郡内灘町議会　　　
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磯貝幸博議員の辞職勧� 告決議全会一致で可決
町の名誉と町民全体の代表者としての品位を損なうと判断

　令和元年6月4日、内灘町議会議員政治倫理条例（以下、政治倫理条例）の規定に基づき、
南守雄議員と北川悦子議員から磯貝幸博議員（以下、磯貝議員）を審査対象として、
政治倫理条例に違反しているとの調査請求がなされた。

違反行為の具体的内容及び調査目的
①�平成30年10月7日午後5時半頃、泥酔し町内の飲食店で女性アルバイト従業員�
（当時19歳）の体を複数回触るなどセクハラ行為を行なった。
②�同行者に注意を受けた後、店外にて同店のガスメーターを蹴ってガスが止まり、�
一時営業ができなくなるなど、営業妨害を行なった。

以上の行為の存否及び条例違反について、政治倫理条例に照らし調査する。

　中川達議長（以下、議長）は、政治倫理条例第6条の規定に基づき、
6月12日に内灘町議会議員政治倫理審査会（以下、審査会）を設置した。
同日、議会運営委員会に諮り、右記の6名の委員が選任された。

　審査会では、磯貝議員本人や店舗関係者あるいは目撃者など関係者への聴取を行なった。
第1回 令和元年6月17日　　第2回 令和元年7月  1日　　第3回 令和元年7月  3日　　第4回 令和元年7月18日
第5回 令和元年8月  1日　　第6回 令和元年8月27日　　第7回 令和元年9月  2日　　第8回 令和元年9月  6日

①�磯貝議員は、平成30年10月7日午後5時頃、内灘町内の飲食店にて、飲酒のため酩酊状態に陥った状態で、�
ビールジョッキを握っている手の甲等で、被害女性が嫌がっていたにもかかわらず、�
被害女性の太ももから腰にかけてそのズボンの上から複数回触れた。
②�同日同時刻頃、同店舗外に設置のガス管及びガスメーター付近をたたくなどして衝撃を与え、�
同店内のガス供給を一時的に停止させ、約1時間30分にわたり営業を停止させた。

　との事実が認められる。これら事実は、磯貝議員及び被害女性、被害店舗との間の示談の際、�
概ね同旨の事実を磯貝議員が認めている。加えて、被害店舗店長、被害店舗店長の親族、�
目撃者2名の聴取内容とも概ね一致することから、事実として認められる。

　本件に対しては、磯貝議員が、被害女性及び被害店舗と示談をし、事実関係を認め謝罪等をしていること、�
平成30年10月15日付で議員辞職をしていることから、一定の対応をとっていることは確認できた。�
しかし、飲酒酩酊して未成年女性従業員にセクハラ行為をはたらく等の一連の行為は、�
明らかに町の名誉を著しく傷つけ、また、町民全体の代表者としてその品位と名誉を損なうものである。

　よって、政治倫理条例第3条第1号及び同条第2号に反すると判断した。

審査請求の提出※1

違反する疑いがあると認められる政治倫理基準
政治倫理条例第3条第1号
いやしくも町の名誉を傷つけるような行為をしないこと。

政治倫理条例第3条第2号
町民全体の代表者としてその品位と名誉を損なうような一切の行為を慎み、
その職務に関し不正の疑いをもたれる恐れのある行為をしないこと。

審査会の設置※2 会　長　北
きた
尾
お
美
み
帆
ほ
（弁護士）

副会長　清水文雄
委　員　夷藤　満、恩道正博
　　　　生田勇人、七田満男

審査会の開催※3

審査会の結論※4
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10月より幼児教育・ 保育、副食費も無償化
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、
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す
る
基
金
を
設
置
す
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。
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す
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行
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支
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の
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格
研
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の
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。

９
月
会
議

令
和
元
年
内
灘
町
議
会
9
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
の
ほ
か
、
条
例
、

人
事
案
件
な
ど
計
₁₆
議
案
を
審
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し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

特別保育事業費等補助金
（町独自の施策として、副食費の無償化）

 1167万円

幼稚園、保育所、認定こども園等を利用
する3歳から5歳までの全ての子供たち
の利用料が無償化。
0歳から 2歳までの子供たちは、住民税
非課税世帯を対象として利用料が無償化。
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9月会議
3日～18日 10月より幼児教育・ 保育、副食費も無償化
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成
）
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査
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�
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こ�
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任　
白
帆
台
）

教
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会
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ょ
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�
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鶴
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）
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で
の
審
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の
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果
、
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れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

関
連
す
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会
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９
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。
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月
会
議
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の
締
結

 

︵
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成
10
人
：
反
対
２
人
︶

︵
仮
称
︶
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
整

備
工
事

契
約
相
手　
城
東
建
設
株
式
会
社

契
約
金
額　

２
億
２
４
１
８
万
円

工
期　
　
　
令
和
２
年
３
月
16
日

大根布小学校の大規模改修工事実施設計費用
 1650万円

そ の 他 の 主 な 事 業
・公共施設等改修工事 825万円
役場庁舎扉開閉システムの故障に伴う工事費。

・未熟児養育医療費助成金 168万円
申請件数が見込みより増加。

・公的病院等運営費補助金 1億円
救急医療の確保と地域医療の充実のため、金沢医科大学病院に
運営費を助成。

・母子保健情報連携システム改修費用 297万円
乳幼児健診等の健康情報をマイナンバーカードの利用により、
閲覧できるようにシステムを改修。

・障害者医療給付費 1450万円
給付費が見込みより増加。

・大会出場補助金 264万円
中学校部活動の北信越、中部日本、全国大会等への出場が増加。
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歳 出
95億7298万円

（14.4％↘）

民生費民生費

議会費 議会費 

諸収入
2億9784万円

3.1％（12.8％↗）

諸収入
2億9784万円

3.1％（12.8％↗）

分担金及び負担金 
2億924万円

2.2％（3.2％↘）

分担金及び負担金 
2億924万円

2.2％（3.2％↘）

その他
3億4076万円

3.5％（13.3％↘）

その他
3億4076万円

3.5％（13.3％↘）

地方消費税交付金地方消費税交付金

35億
4483万円
35億
4483万円

37％
（2.1％↘）

37％
（2.1％↘）

土木費土木費

13億
8818万円
13億
8818万円

14.5％
（21.9％↗）

14.5％
（21.9％↗）

総務費総務費

11億
8347万円
11億
8347万円

12.4％
（29.0％↗）

12.4％
（29.0％↗）

教育費教育費

10億
4682万円
10億
4682万円

10.9％
（65.1％↘）

10.9％
（65.1％↘）

借入金の返済借入金の返済
9億
3148万円
9億
3148万円

9.7％
（11.2％↘）

9.7％
（11.2％↘）

衛生費衛生費
7億
4202万円
7億
4202万円

7.8％
（7.0％↘）

7.8％
（7.0％↘）

消防費消防費3億
4371万円
3億
4371万円

3.6％
（37.4％↗）

3.6％
（37.4％↗）

その他その他2億
6728万円
2億
6728万円

2.8％
（3.2％↘）

2.8％
（3.2％↘）

繰入金
2億404万円

2.1％（37.1％↘）

繰入金
2億404万円

2.1％（37.1％↘）

歳 入
96億8577万円

（14.4％↘）

町税町税

26億
4638万円
26億
4638万円

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

27.3％
（0.2％↘）
27.3％

（0.2％↘）

町民一人あたりの費用
35万9413円／人 ※

このように使われました

障がい者・高齢者・児
童への支援などに使っ
たお金

道路や公園整備などに
使ったお金

庁舎管理、戸籍、徴税、
選挙、防災などに使っ
たお金

小中学校の運営や生涯
学習・体育振興などに
使ったお金

町の借入金を返済す
るために使ったお金

保健事業やごみ収
集、環境保全などに
使ったお金

消防団活動、救急な
どに使ったお金

農林水産業、商工、
労働費、諸支出金に
使ったお金

議員報酬や議会活動
に使ったお金

地方交付税地方交付税

借入金借入金

国庫支出金国庫支出金

県支出金県支出金

23億
5750万円
23億
5750万円

24.3％
（2.9％↘）
24.3％

（2.9％↘）

13億
9143万円
13億
9143万円

14.4％
（28.5％↘）

14.4％
（28.5％↘）

10億
7429万円
10億
7429万円

11.1％
（45.1％↘）

11.1％
（45.1％↘）

7億
937万円
7億
937万円

7.3％
（2.8％↗）

7.3％
（2.8％↗）

1億2519万円1億2519万円 1.3％（4.0↘）1.3％（4.0↘）

民生費　13万3089円／人

土木費　5万2119円／人

総務費　4万4433円／人

教育費　3万9302円／人

借入金の返済　3万4972円／人

衛生費　2万7859円／人

消防費　1万2904円／人

その他　1万35円／人

議会費　4700円／人

4億
5492万円
4億
5492万円

4.7％
（3.3％↗）

4.7％
（3.3％↗）

平成29年度　41万8256円／人

公共施設の計� 画的な管理・見直しを公共施設の計� 画的な管理・見直しを公共施設の計� 画的な管理・見直しを
1．災害時の対応の充実を図るべき
　災害時の対応では、乳児用液体ミルクの備蓄
を追加するほか、動物を飼っている家族などの
避難対応のシステム作りなども検討すべきで
ある。

2．河北潟水質浄化の進展を図るべき
　河北潟の水質浄化は、長年にわたり周辺市町
の課題となっている。水質の計測を続けるだけ
でなく、国や県を巻き込み本格的な調査研究に
取り組むべきである。

3． 向粟崎地区街なみ整備事業の
方向性を協議すべき

　街なみ整備事業のあり方に関して、改めて地
元町会と話し合いの場を設け、今後の方向性を
協議すべきである。

4． ライトアップ事業の
提案・公募を検討すべき

　内灘大橋は町のランドマークとして、観光客
の目をひく魅力あるものである。以前の様なラ
イトアップは費用がかさむということならば、
民間の企業や研究機関等が行うモデル事業と
して整備できないか提案・公募も考えるべき
である。

5． 学校給食共同調理場の
改修や新築を検討すべき

　学校給食共同調理場は、近年、毎年のように
設備を更新しながら稼働している。調理される
方も過酷な環境で働いているなか、大切な子ど
もたちを育成する大事な施設であるため、今後
中長期的に施設の改修や建て替えを検討すべ
きである。

6．特色ある図書館を考えるべき
　県内の他市町では、次々と新しい図書館が建
設されている。広域連携が進むなか、建て替え
ることが本当に妥当か検討すべきであり、内容
や質の向上に目を向け、町独自の特色や住民の
ニーズに対応した図書館を考えるべきである。

7．特産品の流通・販路拡大を図るべき
　特産品の開発を継続するとともに、流通・販
路拡大のため、アンテナショップなどへの輸送
費の助成を検討すべきである。

平成30年度決算の指摘事項

・歳入には、翌年度繰越事業のための財源や財政調整基金から の繰入金が含まれていることにより、歳入が歳出を上回っています。
・（　）内は前年度比 6うちなだ議会だより  第139号　令和元年11月5日



歳 出
95億7298万円

（14.4％↘）

民生費民生費

議会費 議会費 

諸収入
2億9784万円

3.1％（12.8％↗）

諸収入
2億9784万円

3.1％（12.8％↗）

分担金及び負担金 
2億924万円

2.2％（3.2％↘）

分担金及び負担金 
2億924万円

2.2％（3.2％↘）

その他
3億4076万円

3.5％（13.3％↘）

その他
3億4076万円

3.5％（13.3％↘）

地方消費税交付金地方消費税交付金

35億
4483万円
35億
4483万円

37％
（2.1％↘）

37％
（2.1％↘）

土木費土木費

13億
8818万円
13億
8818万円

14.5％
（21.9％↗）

14.5％
（21.9％↗）

総務費総務費

11億
8347万円
11億
8347万円

12.4％
（29.0％↗）

12.4％
（29.0％↗）

教育費教育費

10億
4682万円
10億
4682万円

10.9％
（65.1％↘）

10.9％
（65.1％↘）

借入金の返済借入金の返済
9億
3148万円
9億
3148万円

9.7％
（11.2％↘）

9.7％
（11.2％↘）

衛生費衛生費
7億
4202万円
7億
4202万円

7.8％
（7.0％↘）

7.8％
（7.0％↘）

消防費消防費3億
4371万円
3億
4371万円

3.6％
（37.4％↗）

3.6％
（37.4％↗）

その他その他2億
6728万円
2億
6728万円

2.8％
（3.2％↘）

2.8％
（3.2％↘）

繰入金
2億404万円

2.1％（37.1％↘）

繰入金
2億404万円

2.1％（37.1％↘）

歳 入
96億8577万円

（14.4％↘）

町税町税

26億
4638万円
26億
4638万円

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

27.3％
（0.2％↘）
27.3％

（0.2％↘）

町民一人あたりの費用
35万9413円／人 ※

このように使われました

障がい者・高齢者・児
童への支援などに使っ
たお金

道路や公園整備などに
使ったお金

庁舎管理、戸籍、徴税、
選挙、防災などに使っ
たお金

小中学校の運営や生涯
学習・体育振興などに
使ったお金

町の借入金を返済す
るために使ったお金

保健事業やごみ収
集、環境保全などに
使ったお金

消防団活動、救急な
どに使ったお金

農林水産業、商工、
労働費、諸支出金に
使ったお金

議員報酬や議会活動
に使ったお金

地方交付税地方交付税

借入金借入金

国庫支出金国庫支出金

県支出金県支出金

23億
5750万円
23億
5750万円

24.3％
（2.9％↘）
24.3％

（2.9％↘）

13億
9143万円
13億
9143万円

14.4％
（28.5％↘）

14.4％
（28.5％↘）

10億
7429万円
10億
7429万円

11.1％
（45.1％↘）

11.1％
（45.1％↘）

7億
937万円
7億
937万円

7.3％
（2.8％↗）

7.3％
（2.8％↗）

1億2519万円1億2519万円 1.3％（4.0↘）1.3％（4.0↘）

民生費　13万3089円／人

土木費　5万2119円／人

総務費　4万4433円／人

教育費　3万9302円／人

借入金の返済　3万4972円／人

衛生費　2万7859円／人

消防費　1万2904円／人

その他　1万35円／人

議会費　4700円／人

4億
5492万円
4億
5492万円

4.7％
（3.3％↗）

4.7％
（3.3％↗）

平成29年度　41万8256円／人

平成30年度一般会計、特別会計、水道事業会計の7会計決算認定は、
本会議及び全員協議会で概要説明があり、決算特別委員会に付託審査さ
れました。（詳細は8ページ）各種会計決算認定に関する審査過程で特
に問題とされた7事項を指摘し（6ページ右枠を参照）、審議の結果す
べて原案のとおり認定しました。

公共施設の計� 画的な管理・見直しを公共施設の計� 画的な管理・見直しを公共施設の計� 画的な管理・見直しを平成30年度
決算

特別会計決算
会計名 収入額 支出額

公共下水道事業 14億 584万円 14億 578万円

新エネルギー事業 1563万円 1561万円

国民健康保険 25億9953万円 26億8150万円

後期高齢者医療 2億9745万円 2億9712万円

介護保険 18億7894万円 18億5733万円

水道事業会計決算
区分 収入額 支出額

収益的収支 5億7005万円 5億4312万円

資本的収支 1億1494万円 1億9113万円

一般会計POINT
	歳入	
町税全体では3年ぶりの減（前年度比0.2％減）

町民税は前年度比0.5％増、徴収率は96.07％（前年度比0.27％増）でした。
国庫支出金は前年度比28.5％の減、町債は45.1％の減

白帆台小学校建設事業完了などによるものです。
ふるさと寄附金は1536万5000円（グラフではその他に含まれる）

前年度比42.3%の増でした。

	歳出	
民生費は前年度比2.1％の減、10年間では13億6099万円の増

町民一人当たりの民生費は8万1737円（平成20年度）から
10年で約5万円の増となっています。
教育費は前年度比65.1％の減

白帆台小学校建設事業完了によるものです。

一般会計の借金と貯金
一般会計　基金の計 一般会計　町債の計

平成28年度 14億 967万円 112億2286万円

平成29年度 12億2677万円 122億2297万円

平成30年度 11億2571万円 124億4978万円

町民一人あたりの
貯金

4万2264円／人
29年度　4万5886円／人

借金

46万7422円／人
29年度　45万7189円／人

※平成31年3月末人口　26,635人（前年度より100人減）で計算

・歳入には、翌年度繰越事業のための財源や財政調整基金から の繰入金が含まれていることにより、歳入が歳出を上回っています。
・（　）内は前年度比7 うちなだ議会だより  第139号　令和元年11月5日



◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

ど
う
な
っ
た
？ 

平
成
29
年
度
決
算
の
指
摘
事
項

平
成
30
年
度
決
算
認
定
の
前
に
、
平
成
29
年
度
決
算
認
定
で
指
摘
し
た
６
項

目
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
の
説
明
が
執
行
部
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

防
災
拠
点
施
設
を
活
用
す
べ
き

・
平
成
30
年
度
、
新
た
に
建
設
し
た
南

部
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
で
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
ト
ラ
イ
ア
ル
の
実
証
実

験
を
行
な
う
な
ど
、
防
災
拠
点
施
設

の
有
効
活
用
に
努
め
た
。

観
光
施
策
の
充
実
を
図
る
べ
き

・
令
和
元
年
度
に
機
構
改
革
を
実
施

し
、
４
月
よ
り
地
域
振
興
課
内
に
観

光
振
興
室
を
設
け
、
戦
略
的
な
観
光

施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
令
和
元
年
９
月
に
本
町
初
と
な
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
着
任
し
た
。

企
業
誘
致
を
推
進
す
べ
き

・
平
成
30
年
10
月
に
白
帆
台
商
業
用
地

に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
、
循
環

器
内
科
、
産
婦
人
科
）
及
び
調
剤
薬

局
の
開
業
に
至
っ
た
。

自
転
車
利
用
者
の
増
加
を
図
る
べ
き

・
令
和
元
年
度
、
大
規
模
改
修
を
実
施

し
て
い
る
石
川
県
立
自
転
車
競
技
場

と
と
も
に
、
隣
接
す
る
総
合
公
園
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
宿
泊
施
設
、
温
浴
、

文
化
施
設
を
あ
わ
せ
、
更
な
る
交

流
人
口
の
拡
大
を
め
ざ
し
、
指
定
管

理
者
と
連
携
・
協
力
し
て
、
魅
力
発

信
・
情
報
発
信
に
努
め
る
。

効
率
的
な
財
政
運
営
に
取
り
組
む
べ
き

・
今
後
も
事
務
事
業
の
見
直
し
や
経
常

経
費
の
削
減
を
行
な
う
と
と
も
に
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
な
ど
、

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
内
容
充
実
を

図
る
べ
き

・
文
字
放
送
な
ど
も
有
効
に
活
用
し
、

番
組
の
あ
り
方
や
放
送
内
容
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

身近なもので応急手当訓練
（10/29の町防災訓練 白帆台小学校）

固
定
資
産
税

問	

平
成
28
年
度
の
法
改
正

に
よ
り
危
険
家
屋
と
認
定
さ
れ

た
家
屋
の
税
収
を
最
高
額
（
更

地
と
同
等
）
ま
で
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
町

で
認
定
し
た
危
険
家
屋
に
そ
の

よ
う
な
課
税
を
し
た
か
。

答	

危
険
家
屋
と
認
定
さ
れ

た
家
屋
は
な
か
っ
た
た
め
、
課

税
に
影
響
し
た
案
件
は
な
い
。

風
車

問	

こ
こ
数
年
、
修
理
し
て

も
す
ぐ
に
、
ま
た
新
た
な
部
分

の
故
障
が
続
い
て
い
る
。
修
理

し
て
残
す
か
撤
去
す
る
か
、
ま

だ
結
論
が
出
せ
な
い
の
か
。

答	

現
在
、
同
規
模
の
施
設

が
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
調

査
し
て
い
る
。
財
源
も
必
要
な

た
め
、
補
助
対
象
に
な
ら
な
い

か
各
機
関
に
問
い
合
わ
せ
し
て

い
る
。

　
設
備
を
更
新
す
る
案
と
、
風

力
発
電
事
業
を
廃
止
す
る
案
と

を
合
わ
せ
て
検
討
中
な
の
で
、

今
し
ば
ら
く
時
間
が
欲
し
い
。

定
住
促
進

問	

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
奨
励

金
は
平
成
30
年
度
よ
り
町
内
在

住
者
も
34
歳
以
下
に
限
り
10
万

円
交
付
と
な
り
、
実
際
に
５
件

の
申
請
が
あ
り
、
転
出
抑
制
に

も
つ
な
が
っ
た
と
評
価
す
る
。

今
後
も
転
入
促
進
に
力
を
入
れ

つ
つ
、
転
出
抑
制
に
も
重
き
を

お
い
て
事
業
実
施
せ
よ
。

答	

幅
広
く
情
報
発
信
し
て
、

県
外
か
ら
も
っ
と
移
住
者
を
増

や
し
て
い
こ
う
と
い
う
狙
い
か

ら
、
令
和
元
年
度
に
は
Ｐ
Ｒ
サ

イ
ト
を
作
成
す
る
。

決
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
各
種
会
計
決
算
を
3
日
間
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
議
し
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会

　
議
長
と
議
会
選
出
監
査
委
員

を
除
く
11
名
の
議
員
の
う
ち
６

名
で
構
成
さ
れ
、
年
１
回
設
置

さ
れ
る
特
別
委
員
会
。

　
前
年
度
に
執
行
さ
れ
た
事
業

が
適
切
で
あ
っ
た
か
を
審
査
し
、

次
年
度
に
向
け
改
善
を
指
摘
す

る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
と
は土屋克之　　七田満男　　生田勇人

夷藤　満　◎小谷一也　○米田一香

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
９
月
）
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
令
和
元
年
10
月
１
日
、
町
役
場
で
行
な
わ
れ

た
締
結
式
で
、
町
長
は
「
知
的
、
人
的
資
源
を

活
用
さ
せ
て
も
ら
い
、
着
実
に
成
果
に
つ
な
げ

た
い
。」
と
挨
拶
。
秋あ

き

山や
ま

稔み
の
る

金
沢
学
院
大
学
学

長
は
小
学
校
で
の
英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
教
育
、
中
学
校
な
ど
で
の
栄
養
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
挙
げ
た
上
で
、「
美
し
い
自

然
と
豊
か
な
文
化
遺
産
が
あ
り
、
歴
史
や
文
化

面
で
も
連
携
が
可
能
だ
。」
と
述
べ
た
。（
北
國

新
聞
か
ら
抜
粋
）

　

�	

い
き
さ
つ
は
。

　

�	

今
回
の
連
携
協
定
は
、
大
学
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
。
町
と
し
て
も
大
学
の
幅
広
い
専
門

知
識
を
教
員
・
学
生
を
通
し
て
教
わ
る
こ
と

で
、
町
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
。

そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　

�	

水
道
の
包
括
民
間
委
託
を
検
討
し
て
は
。

　

�	

自
己
水
源
の
確
保
に
向
け
た
調
査
結
果
で

は
単
価
が
上
が
る
見
込
み
。

　

�	

民
間
委
託
は
近
隣
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
今
後
、
検
討
す
る
。

　

�	

道
路
に
面
す
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

補
助
制
度
は
、
塀
の
撤
去
と
新
設
の
両
方

に
補
助
さ
れ
る
の
か
。

　

�	

現
在
は
撤
去
の
み
と
考
え
て
い
る
。

　

�	

駅
前
観
光
案
内
所
の
外
国
人
来
場
者
数

は
７
・
８
月
の
合
計
数
が
、
４
４
７
人
と

前
年
度
の
約
２
・
５
倍
も
あ
る
。

	

絵
葉
書
な
ど
を
売
っ
て
は
ど
う
か
。

　

�	

観
光
協
会
と
一
緒
に
検
討
す
る
。

問答問答問答問答

文教福祉
常 任
委 員 会

　
平
成
30
年
10
月
か
ら
夕
陽
ヶ
丘
苑
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
休
止
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
委
員

か
ら
再
度
質
問
が
あ
っ
た
。

　

�	

夕
陽
ヶ
丘
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
根
本
的

な
対
策
を
検
討
し
対
処
す
べ
き
で
は
。

　

�	

Ａ
Ｉ
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
含
め
、

介
護
職
員
の
充
実
を
図
る
よ
う
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

　

�	

未
熟
児
養
育
医
療
費
助
成
金
が
増
額
補

正
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

　

�	

切
迫
早
産
が
増
え
て
い
る
。
前
年
度
は
述

べ
人
数
で
10
件
、
実
人
数
は
５
名
。

　

�	

中
学
校
の
大
会
出
場
費
中
、
吹
奏
楽
部

は
中
部
日
本
出
場
に
２
１
６
万
９
０
０
０

円
と
金
額
が
多
い
が
、
全
員
参
加
な
の
か
、

選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
だ
け
な
の
か
。

　
�	

中
学
校
吹
奏
楽
部
員
が
90
名
近
く
い
る

が
、
参
加
す
る
編
成
50
人
を
対
象
と
し
た
。

　

�	

大
根
布
小
学
校
大
規
模
改
修
調
査
設
計

等
委
託
料
が
増
額
補
正
さ
れ
て
い
る
。
他

の
学
校
の
計
画
は
。

　

�	

次
は
向
粟
崎
小
学
校
、
清
湖
小
学
校
と
順

次
予
定
し
て
い
る
。

　

�	

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
喫
煙
所

は
屋
外
の
ど
こ
に
設
置
す
る
予
定
か
。

　

�	

食
堂
の
横
に
カ
ー
ポ
ー
ト
的
な
も
の
を
設

置
す
る
予
定
だ
。

　

�	

小
中
学
校
の
先
生
の
勤
務
時
間
は
何
時

か
ら
何
時
ま
で
か
。

　

�	

中
学
校
は
８
時
～
16
時
30
分
、
小
学
校
は

８
時
10
分
か
ら
16
時
40
分
。

　

�	

小
学
校
の
先
生
の
残
業
時
間
が
月
に
80

時
間
超
え
る
人
も
い
る
が
原
因
は
何
か
。

　

�	

教
材
研
究
が
一
番
大
き
い
。

問答問答問答問答

問答問答問答

夕
陽
ヶ
丘
苑

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
再
開
に
向
け
て待たれる再開

双方にメリットを

◎
清
水
文
雄　
○
小
谷
一
也　
夷
藤　
満

　
生
田
勇
人　
　
磯
貝
幸
博　
西
尾
雄
次

総務産業
建設常任
委 員 会

教
育
、文
化
振
興
で
協
力

金
沢
学
院
大
・
短
大
と

�

包
括
連
携
で
協
定
締
結

◎
七
田
満
男　
〇
恩
道
正
博　
南　
守
雄

　
北
川
悦
子　
　
米
田
一
香　
土
屋
克
之

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
９
月
）
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親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

全
国
研
修
会

①
読
者
目
線
で
親
切
な
広
報
紙
を
作
る
に
は

～
手
に
取
ら
れ
、
読
ま
れ
、

�

行
動
に
結
び
つ
け
る
に
は
～

②
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

③
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
上
位
入
賞

団
体
の
評
価
ポ
イ
ン
ト

�

（
埼
玉
県
寄
居
町
・
宮
城
県
川
崎
町
）

　
研
修
会
で
は
、
３
名
の
講
師
に
よ
る
右
記

の
３
つ
の
テ
ー
マ
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

学
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◦
見
出
し
は
、
一
番
伝
え
た
い
こ
と
を
簡
潔

に
表
し
、
全
体
像
が
分
か
る
よ
う
に
す
る
。

◦
タ
イ
ト
ル
、
リ
ー
ド
文
、
小
見
出
し
で
記

事
の
内
容
が
理
解
で
き
る
紙
面
づ
く
り
が

大
切
で
あ
る
。

◦
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
意
外
と
読
ま
れ

る
。
本
文
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
情
報
や

補
足
に
使
う
。

◦
自
分
が
納
得
す
る
文
章
で
は
な
く
、
受
け

手
、
読
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
文

章
が
広
報
の
文
章
だ
と
基
本
的
な
と
こ
ろ

を
改
め
て
教
え
て
も
ら
っ
た
。

◦
人
は
期
待
し
て
い
る
も
の
だ
け
を
知
覚
す

る
た
め
、
住
民
の
よ
り
関
心
が
高
い
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
て
掲
載
と
い
う
や
り
方
も

あ
る
。

◦
読
者
を
迷
わ
せ
な
い
よ
う
、
解
説
を
つ
け
、

記
事
の
配
置
や
流
れ
を
整
え
る
。
何
故
大

事
な
の
か
を
書
く
こ
と
。

　
振
り
返
り
で
は
、
各
委
員
か
ら
今
後
の
編

集
改
善
へ
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
土
屋
委
員
長
が
『
埼
玉
県
寄
居
町

議
会
の
「
読
ま
れ
な
い
議
会
だ
よ
り
に
出
す

意
味
な
し
！
」
と
い
う
考
え
を
参
考
に
、
内

灘
町
の
議
会
だ
よ
り
が
町
民
の
皆
様
に
愛
さ

れ
る
よ
う
委
員
全
員
協
力
し
合
い
、
編
集
し

て
い
こ
う
』
と
、
意
思
疎
通
を
図
り
ま
し
た
。

群
馬
県
榛
東
村
議
会

◦
掲
載
内
容
に
何
を
残
す
か
選
別
し
、
町
広

報
と
か
ぶ
ら
な
い
よ
う
、
議
会
だ
よ
り
で

は
、
決
ま
る
ま
で
の
過
程
（
な
ぜ
決
ま
っ

た
、
何
が
い
い
）
な
ど
、
審
査
の
中
身
を

載
せ
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

◦
議
会
だ
よ
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
は

60
・
70
代
が
多
く
、
若
い
世
代
が
少
な

い
。
ど
の
町
村
も
政
治
へ
の
関
心
が
低
い

と
思
っ
た
。

◦
委
員
会
の
読
み
合
わ
せ
、
次
の
校
正
ま
で

の
期
間
が
一
日
と
短
か
っ
た
。

◦
審
議
結
果
や
説
明
な
ど
の
全
文
は
Ｈ
Ｐ

掲
載
と
し
、
興
味
の
あ
る
方
が
ス
マ
ホ
を

使
っ
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
り
、
詳
細

を
H
P
で
見
て
も
ら
う
よ
う
誘
導
し
な
い

と
、
限
ら
れ
た
紙
面
内
で
情
報
を
伝
え
る

の
は
難
し
い
と
感
じ
た
。

◦
榛
東
村
は
、
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
発
色
も

よ
く
、
見
や
す
い
。

　
榛
東
村
議
会
だ

よ
り
は
公
正
、
正

確
、
客
観
的
な
記

事
の
作
成
と
読
者

目
線
に
立
ち
、
読

み
や
す
く
住
民
参

加
の
親
し
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
る
思

い
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

�

（
小
谷　
一
也
）

６
月
27
日

栃
木
県
那
須
町
議
会

�

議
会
広
報
特
別
委
員
会

・
議
会
広
報
紙
編
集

７
月
12
日

京
都
府
宇
治
田
原
町
議
会

�

教
育
民
生
常
任
委
員
会

・
子
育
て
支
援
施
策

10
月
10
日

福
井
県
若
狭
町
議
会

�

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

・
内
灘
町
の
教
育

・
小
規
模
特
認
校

・�

白
帆
台
小
学
校（
現
地
視
察
）

10
月
17
日

福
岡
県
新
宮
町
議
会

・�

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
議

会
運
営

・
議
会
改
革
全
般

委
員
の
辞
任
と
選
任

　
磯
貝
幸
博
議
員
か
ら
、
一
身
上
の
都

合
に
よ
り
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

委
員
の
辞
任
願
が
提
出
さ
れ
、
許
可
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

に
恩
道
正
博
議
員
が
指
名
さ
れ
、
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ

視
察
受
入
状
況

【視察先】
・東京都（町村議会広報研修会）
・群馬県榛

しん
東
とう

村議会

視
察
　
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

【
日
程
】
令
和
元
年
９
月
25
日
～
27
日

視
察
レ
ポ
ー
ト
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一
般
質
問
（
９
月
５
日
・
６
日
）９

人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
議
会
↓
議
会
録
画
中
継
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、政
策
的
提
言
や
行
政
へ
の
批
判
な
ど
を
執
行
機
関
に
直
接
問
う
も
の
で
す
。

西
にし
尾
お
　雄
ゆう
次
じ

� …………………………… 12
・利用者減少傾向が続いている町立図書館の移転新築構想は
・林帯遊歩道の樹木に「樹木名札」の設置を ほか２問

土
つち
屋
や
　克
かつ
之
ゆき

� …………………………… 13
・インスタ映えする内灘海岸の魅力発信について
・自治体自体の消費税増税前の駆け込み消費について

小
こ
谷
たに
　一
かず
也
や

� …………………………… 14
・通学路の安全対策について
・スポーツ大会等出場補助金について ほか１問

清
し
水
みず
　文
ふみ
雄
お

� …………………………… 15
・住民参加のまちづくりの推進にむけ、「まちづくり基本条
例」（自治基本条例）の制定に対する町長の考えを聞く
・4年前に内灘町子ども議会が開催され、子どもが町の将来や
施策について考え提案や質問し、子どもの社会参加が推進さ
れた。子ども議会の開催についての考えを聞く ほか１問

米
よね
田
だ
　一
かず
香
か

� …………………………… 16
・遊休施設の利活用について
・豊かな自然を守り・育み・未来につなぐ「森林環境税・
森林環境譲与税」について

北
きた
川
がわ
　悦
えつ
子
こ

� …………………………… 17
・参議院議員選挙の投票率から学ぶ
・幼児教育・保育の無償化の課題を問う ほか２問

磯
いそ
貝
がい
　幸
ゆき
博
ひろ

� …………………………… 18
・RPAとAIを組み合わせた業務効率化を進めよ
・マイナンバーカードの普及を急げ ほか4問

七
しち
田
だ
　満
みつ
男
お

� …………………………… 19
・公園での遊びのルールを問う
・学校屋外プールにおける熱中症対策を問う

夷
い
藤
とう
　　満

みつる

� …………………………… 20
・町にある集会所の改修工事、維持管理について
・県道松任宇ノ気線の清湖大橋下、交差点の信号機、横断
歩道について ほか1問

ガァくん
5歳　♂
アヒル
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�

町
立
図
書
館
の
利
用
状

況
を
年
間
来
館
者
数
の
推
移

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
見
る
と
、

平
成
2₄
年
度
は
８
万
２
０
０

０
人
台
で
、
平
成
30
年
度
に

は
６
万
９
０
０
０
人
台
と
、

７
年
間
で
１
万
３
０
０
０
人

も
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
図
書
館
は
町
の
文
化
の
シ

ン
ボ
ル
で
町
民
の
誇
り
。
時

代
に
取
り
残
さ
れ
た
感
の
あ

る
現
図
書
館
を
移
転
新
築
す

べ
く
、
新
図
書
館
の
基
本
構

想
策
定
に
着
手
す
べ
き
だ
。

�

町
立
図
書
館
は
、
現
在
、

壁
や
床
の
張
り
替
え
を
実
施

し
て
い
る
が
、
築
後
₄0
年
経

過
し
老
朽
化
が
著
し
い
。
ま

た
施
設
の
形
態
や
コ
ン
セ
プ

ト
に
お
い
て
も
時
代
遅
れ
感

は
否
め
な
い
。
さ
ら
に
、
近

隣
の
市
町
で
図
書
館
の
新
築

が
相
次
ぎ
相
対
的
に
魅
力
も

低
下
し
て
き
た
。「
豊
か
な

文
化
の
ま
ち
内
灘
」
に
ふ
さ

わ
し
い
新
た
な
図
書
館
建
設

に
向
け
て
、
基
本
構
想
策
定

を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

樹
木
銘
板
の
設
置

�

平
成
３
年
９
月
の
台
風

で
ア
カ
シ
ア
防
風
林
帯
が
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。

倒
木
で
荒
廃
し
て
い
た
防
風

林
帯
に
新
た
に
遊
歩
道
を
設

け
「
林
帯
遊
歩
道
」
が
で
き
、

現
在
、
多
く
の
町
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
内
灘
町
が
生
涯
学

習
都
市
宣
言
を
し
て
21
年
目

と
な
る
。
日
常
の
中
に
「
学

び
の
環
境
」
を
創
る
た
め
、

遊
歩
道
に
「
樹
木
銘
板
」
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

�

平
成
８
年
３
月
の
遊
歩

道
全
線
開
通
以
来
、
散
策
や

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
健
康

づ
く
り
や
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ

る
緑
の
空
間
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　
過
去
に
町
が
設
置
し
た
銘

板
は
、
現
在
、
文
字
が
薄
く

な
っ
て
い
る
も
の
が
目
立
つ
。

　
「
自
然
を
学
べ
る
学
習
環

境
」
を
つ
く
る
こ
と
は
意
義

の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
設
置

に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

�

町
有
遊
休
土
地
の
利
活

用
で
は
町
民
の
声
を
聴
け
。

�

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

�

本
町
の
自
治
体
※

S
D
G
s

の
進
捗
状
況
は
。

�

元
気
う
ち
な
だ
創
生
会

議
を
開
催
。
庁
内
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
も
発
足
し
た
。

問

答

問

答

問答問答

新図書館の「基本構想」策定を

西
にし

尾
お

　雄
ゆう

次
じ

町長　前向きに検討したい

学びとなる樹木銘板に

明るく広い図書館になるといいな

※SD
G
s

︵
エ
ス
・
デ
ィ
・
ジ
ー
ズ
︶

　

S
u
s
ta
in
a
b
le�

D
evelopm

ent�G
oals

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
略
称
。
２
０
１
５
年
９

月
、国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
２
０
３
０
年
ま

で
の
国
際
目
標
で
、持
続

可
能
な
世
界
を
実
現
す
る

た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル（
目

標
）と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト（
具
体
目
標
）か
ら
構
成

さ
れ
る
。地
球
上
の
誰
一
人

と
し
て
取
り
残
さ
な
い
こ

と
を
誓
い
、発
展
途
上
国

の
み
な
ら
ず
、先
進
国
自

身
の
普
遍
的
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。

一
般
質
問
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�

平
成
30
年
11
月
策
定
さ

れ
た
内
灘
海
岸
賑
わ
い
創
出

事
業
基
本
構
想
の
短
期
目
標

に
「
※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し

た
海
岸
情
報
の
発
信
を
強

化
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か
。

�
特
に
写
真
、
動
画
を
共

有
で
き
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

は
、
内
灘
海
岸
の
魅
力
を
伝

え
る
手
段
と
し
て
大
変
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�

※
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る

写
真
を
撮
っ
て
も
ら
う
た
め
、

総
合
公
園
内
の
恋
人
の
聖
地

の
※
オ
ブ
ジ
ェ
で
あ
る
ダ
ブ

ル
ハ
ー
ト
を
大
き
く
石
づ
く

り
に
し
て
内
灘
海
岸
に
も
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　
夕
日
が
映
え
る
し
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
す
れ
ば
ク
ル
ー

ズ
船
か
ら
望
む
夜
の
砂
浜
に

も
映
え
る
。

�

基
本
構
想
具
現
化
の
折

に
検
討
し
た
い
。

経

費

削

減

�

現
在
８
％
の
消
費
税
率

は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か

ら
10
％
に
な
る
。

　
町
の
消
費
税
納
付
実
績
は
。

�

平
成
2₉
年
度
の
場
合
、

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

で
は
約
１
３
０
０
万
円
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
特
別
会
計

で
は
約
30
万
円
、
水
道
事
業

会
計
で
は
約
₅0
万
円
だ
っ
た
。

�

６
つ
の
特
別
会
計
な
ど

は
、
消
費
税
の
課
税
事
業
者

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
消

費
税
納
付
実
績
が
あ
る
。
民

間
企
業
と
同
様
に
節
税
対
策

や
駆
け
込
み
消
費
も
必
要
だ
。

　
節
約
精
神
が
大
事
で
あ
る
。

�

今
年
度
予
算
の
う
ち
、

消
耗
品
の
購
入
、
工
事
請
負

費
及
び
委
託
料
な
ど
、
消
費

税
率
が
改
定
さ
れ
る
10
月
ま

で
に
執
行
可
能
な
も
の
は
極

力
前
倒
し
す
る
よ
う
、
各
部

署
に
周
知
し
、
経
費
節
減
に

努
め
て
い
る
。

問答

問答

問答問

答

「いいね！」がたくさんもらえるかも

インスタ映えするオブジェ設置を
基本構想具現化の折に検討したい　町長

土
つち

屋
や

　克
かつ

之
ゆき

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク・サ
ー
ビ
ス
の
略
語
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
情
報
の
発
信
、共
有
、

拡
散
を
行
な
う
こ
と
で
人

間
関
係
を
構
築
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
で
、ツ
イ
ッ
タ
ー
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

な
ど
が
あ
る
。

※
イ
ン
ス
タ
映
え

　

２
０
１
７
年
流
行
語

大
賞
。写
真
写
り
が
い
い
、

写
真
が
映
え
る
と
い
う
意

味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

※
オ
ブ
ジ
ェ

　
本
来
の
目
的
か
ら
独
立

さ
せ
る
こ
と
で
象
徴
的
な

意
味
を
持
た
せ
た
芸
術
作

品
で
、主
に
置
物
。

増税はつらいよ増税はつらいよ

一
般
質
問
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�

児
童
の
安
全
確
保
に
は
、

不
審
者
情
報
の
共
有
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
犯
罪
を
未
然
に

防
ぐ
効
果
と
し
て
、
安
全
・

安
心
の
観
点
か
ら
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
が
有
効
で
あ
る
。

　
最
近
で
は
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
を
駆
使
し
た
防
犯
カ
メ

ラ
が
あ
り
不
審
者
を
特
定
す

る
技
術
も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　
保
育
園
な
ど
の
児
童
施
設
、

小
学
校
、
中
学
校
及
び
通
学

路
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
せ
よ
。

�

町
で
は
、
防
犯
対
策
及

び
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
、
現
在
11
カ
所
、
13
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
。

　
通
学
路
安
全
連
絡
協
議
会

で
通
学
路
の
安
全
点
検
を
し
、

防
犯
の
観
点
か
ら
優
先
順
位

を
決
め
る
。

　
保
育
園
等
に
は
防
犯
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
学
校
に
は
白
帆
台

小
学
校
の
み
設
置
し
て
お
り
、

今
後
、
検
討
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

�

全
国
大
会
・
国
際
大
会

に
出
場
す
る
町
内
在
住
の
小

中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
生

徒
に
、
内
灘
町
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
出
場
補
助
金
交
付
要
綱

ど
お
り
に
補
助
金
は
交
付
さ

れ
て
い
る
か
。

�

大
会
に
出
場
す
る
小
中

学
生
と
引
率
す
る
指
導
者
に

対
し
、
交
付
要
綱
に
基
づ
き

内
容
を
審
査
し
、
妥
当
と
認

め
ら
れ
る
も
の
に
は
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。

�

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨

励
賞
は
子
供
た
ち
の
励
み
に

な
る
。
県
選
手
権
大
会
３
位

以
内
に
入
賞
し
て
、
全
国
大

会
に
出
場
す
る
選
手
ま
で
授

与
の
対
象
と
せ
よ
。

�

表
彰
基
準
は
、
県
選
手

権
大
会
で
優
勝
、
ま
た
は
北

陸
・
北
信
越
大
会
に
お
い
て

３
位
以
内
入
賞
等
と
な
っ
て

い
る
。
表
彰
の
価
値
を
高
い

も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
現

行
の
基
準
を
維
持
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

�

災
害
時
の
避
難
所
生
活

で
は
病
気
に
な
る
人
も
い
る
。

薬
の
確
保
を
せ
よ
。

�

医
療
機
関
や
関
係
団
体

と
連
携
し
、
医
薬
品
の
確
保

を
図
る
。

問

答

問答

問答

問答

通学路などに防犯カメラを設置せよ

小
こ

谷
たに

　一
かず

也
や

学校教育課長　優先順位を決め設置を進める

全国大会出場おめでとう

見張っているよ（白帆台小学校）

一
般
質
問
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�

前
町
長
は
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
制
定
に
取
り
組
ん

だ
が
、
最
終
的
に
は
議
会
で

賛
成
７
、
反
対
８
で
否
決
さ

れ
た
。
当
時
の
経
緯
を
聞
く
。

�

制
定
に
向
け
、
平
成
22

年
度
に
、
ま
ち
づ
く
り
町
民

会
議
に
₄1
名
を
委
嘱
、
約
２

年
間
で
1₈
回
開
催
。
条
例
検

討
委
員
会
は
17
回
開
催
。
平

成
23
年
度
に
町
民
と
意
見
交

換
会
を
６
回
開
催
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
行
な
っ
た
。 �

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

を
制
定
し
て
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
、
町
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
せ
よ
。

�

現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
も
町
民
へ
の
情
報
提
供

に
努
め
、
意
見
交
換
会
や
研

修
会
な
ど
の
機
会
を
通
じ
、

町
会
区
長
会
、
商
工
会
、
女

性
会
な
ど
各
界
各
層
か
ら
幅

広
く
意
見
を
聞
き
、
町
民
と

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
た
い
。

子
ど
も
議
会
の
開
催

�

平
成
27
年
８
月
、
子
ど

も
の
権
利
条
例
に
基
づ
い
て
、

子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
括
は
。

�

質
問
の
多
く
は
、
子
供

目
線
で
主
体
的
に
ふ
る
さ
と

内
灘
を
考
え
る
も
の
で
、
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
や
町
の

知
名
度
向
上
、
環
境
問
題
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ル
ー
ル

づ
く
り
な
ど
の
提
案
だ
っ
た
。

　
郷
土
愛
の
醸じ

ょ
う

成せ
い

に
も
繋
が

る
有
意
義
な
機
会
で
あ
っ
た
。 �

子
ど
も
議
会
の
開
催
は
、

子
供
た
ち
が
「
知
り
、
考
え
、

意
見
を
持
ち
、
論
じ
、
決
め

る
」
を
学
ぶ
機
会
で
あ
り
、

主
権
者
教
育
の
観
点
か
ら
も

重
要
だ
。

　
開
催
に
向
け
た
計
画
は
。

�

全
小
中
学
校
、
内
灘
高

校
の
子
供
た
ち
が
対
象
と
な

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
行
事

等
も
あ
る
。
来
年
の
夏
休
み

を
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

�

民
間
の
老
朽
化
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
除
去
、
改
修

の
補
助
制
度
を
設
け
る
考
え

は
な
い
か
。

�

通
学
児
童
な
ど
の
歩
行

空
間
の
安
心
・
安
全
の
た
め

大
変
重
要
で
、
補
助
要
綱
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。

問答

問答

問答

問答

問答

子ども議会を もう一度

平成22年度 まちづくり町民会議

まちづくり基本条例制定を
現在は考えていない　町長

清
し

水
みず

　文
ふみ

雄
お

一
般
質
問
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�

※
旧
消
防
庁
舎
跡
地
の

大
規
模
商
業
施
設
立
地
計
画

が
決
ま
っ
た
経
緯
を
示
せ
。

�

庁
内
の
公
共
施
設
再
配

置
検
討
会
で
利
活
用
方
法
を

議
論
し
、
旧
消
防
庁
舎
は
老

朽
化
が
著
し
い
た
め
、
撤
去

の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
白
帆
台
商
業
施
設

用
地
へ
の
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
る
が
、
事
業
者
側
か
ら

旧
消
防
庁
舎
跡
地
を
有
効
活

用
す
る
提
案
を
受
け
た
。

�

近
隣
の
商
業
施
設
と
の

兼
ね
合
い
は
。
町
遊
休
施
設

の
利
活
用
は
丁
寧
に
進
め
よ
。

�

過
当
な
サ
ー
ビ
ス
競
争

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
各
店
舗

で
魅
力
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
住
民
の
買
い

物
の
選
択
肢
が
増
え
、
生
活

の
利
便
性
が
向
上
す
る
と
と

も
に
、
町
は
安
定
的
な
賃
貸

料
収
入
を
得
ら
れ
、
遊
休
財

産
の
有
効
活
用
に
資
す
る
。

　
今
後
も
丁
寧
に
進
め
る
。

森

林

環

境

税

�

※
森
林
環
境
税
が
令
和

６
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
に

上
乗
せ
し
て
徴
収
さ
れ
る
。

　
町
の
森
林
の
位
置
づ
け
や

林
業
の
状
況
は
。
森
林
の
適

正
管
理
と
整
備
が
、
町
の
自

然
環
境
や
住
民
の
暮
ら
し
に

及
ぼ
す
影
響
と
税
の
意
義
は
。

�

森
林
は
地
球
温
暖
化
や

土
砂
流
出
の
防
止
、
木
材
の

産
出
な
ど
、
多
面
的
な
価
値

を
有
し
て
い
る
。
町
で
は
林

業
従
事
者
は
い
な
い
が
、
私

有
林
人
工
林
の
面
積
は
８
・

₅1
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
日
本
海

か
ら
の
風
や
砂
を
防
ぐ
な
ど
、

生
活
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
税
は
我
が
国
が

持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
て

い
く
上
で
大
変
意
義
が
あ
る
。

�

町
の
※
森
林
環
境
譲
与

税
の
使
用
方
針
は
。

�

林
帯
遊
歩
道
の
整
備
に

重
点
を
置
き
、
進
め
た
い
。

問答

問答

問答

問答

旧消防庁舎跡地の利活用は

米
よね

田
だ

　一
かず

香
か

都市整備部長　住民の利便性向上に資する

木漏れ日の中で

有効活用が望まれる（旧消防庁舎跡地）

※
旧
消
防
庁
舎
跡
地
の
大

規
模
商
業
施
設
立
地
計
画

　
鶴
ケ
丘
２
丁
目
の
旧
消

防
庁
舎
跡
地
の
町
有
地
と

隣
接
す
る
民
有
地
を
一
体

的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

大
規
模
商
業
施
設
の
用
地

と
し
た
い
と
い
う
提
案
が
、

民
間
事
業
者
か
ら
な
さ

れ
た
。町
有
地
の
利
用
方

法
は
、民
間
事
業
者
が
町

有
地
を
借
り
上
げ
、施
設

を
建
設
す
る
と
い
う
も
の
。

令
和
元
年
６
月
会
議
で
議

会
に
報
告
さ
れ
た
。

※
森
林
環
境
税

　
森
林
環
境
の
整
備
に
必

要
な
財
源
を
安
定
的
に
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
に
令

和
６
年
度
か
ら
新
た
に
課

税
さ
れ
る
。個
人
住
民
税

に
上
乗
せ
し
て
１
人
当
た

り
年
額
１
０
０
０
円
が
徴

収
さ
れ
る
。

※
森
林
環
境
譲
与
税 

　
森
林
環
境
税
と
し
て
国

に
集
め
ら
れ
た
税
の
全
額

が
、基
準
に
沿
っ
て
市
町

村
・
都
道
府
県
に
配
分
さ

れ
る
。
森
林
整
備
、
人
材

の
育
成
及
び
確
保
、普
及

啓
発
、木
材
の
利
用
促
進

な
ど
の
施
策
に
要
す
る
費

用
に
充
て
ら
れ
る
。

一
般
質
問

16うちなだ議会だより  第139号　令和元年11月5日 16



�

参
議
院
選
挙
₄6
・
76
％

の
低
い
投
票
率
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
の
か
。
期
日
前
投

票
者
数
と
、
ほ
の
ぼ
の
湯
で

の
投
票
者
数
を
問
う
。

�

前
回
選
挙
よ
り
11
・
₅₉

％
も
投
票
率
が
減
少
し
て
お

り
、
今
後
啓
発
活
動
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
期
日
前
投
票
者
数
は
16
日

間
で
３
９
８
０
人
。
そ
の
う

ち
、
ほ
の
ぼ
の
湯
で
は
１
日

で
１
６
１
人
。

�

期
日
前
投
票
所
を
増
や

す
考
え
は
あ
る
の
か
。

�

公
民
館
、
日
数
な
ど
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

�

主
権
者
教
育
の
現
状
は
。

�

各
小
学
校
で
模
擬
投
票

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
内
灘

高
校
で
は
選
挙
出
前
講
座
を

実
施
、
期
日
前
投
票
所
の
投

票
立
会
人
と
し
て
も
選
挙
に

直
接
関
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。

保
育
の
無
償
化

�

10
月
１
日
よ
り
３
歳
か

ら
５
歳
児
の
保
育
料
は
無
償

化
に
な
る
。

　
国
の
制
度
で
は
副
食
費
を

保
護
者
負
担
と
し
て
い
る
が
、

町
長
か
ら
９
月
会
議
の
提
案

理
由
で
町
独
自
で
副
食
費
を

無
償
化
す
る
と
説
明
が
あ
っ

た
。
月
額
４
５
０
０
円
×
人

数
分
が
町
負
担
と
な
る
が
、

子
育
て
へ
の
大
き
な
支
援
に

な
る
と
大
変
喜
ん
で
い
る
。

　
無
償
化
に
よ
る
課
題
、
問

題
点
を
問
う
。

�

副
食
費
を
無
償
化
し
な

か
っ
た
場
合
に
懸
念
さ
れ
る

の
は
、
副
食
費
徴
収
の
事
務

負
担
と
多
子
世
帯
保
育
料
軽

減
事
業
で
、
現
在
、
保
育
料

が
無
料
と
な
っ
て
い
る
約
₅0

人
の
副
食
費
が
要
る
問
題
だ
。

　
し
か
し
、
町
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
、
保
育
料
無
償

化
に
あ
わ
せ
、
お
か
ず
や
お

や
つ
な
ど
の
副
食
費
の
無
償

化
を
実
施
す
る
た
め
、
本
９

月
会
議
に
補
正
予
算
を
提
出

し
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

�

図
書
館
の
充
実
、
快
適

な
場
所
を
。

�

図
書
館
建
設
に
向
け
て

の
基
本
構
想
策
定
を
前
向
き

に
検
討
す
る
。

�

学
校
、
公
園
の
周
辺
は

防
犯
上
、
明
る
く
せ
よ
。

�

街
灯
の
増
設
等
は
地
元

町
会
の
要
望
に
基
づ
き
対
応

し
て
い
く
。

問答

問答問答

問

答

問答問答

のびのび育つ手助けを

ここでも期日前投票できるよ（ほのぼの湯）

低い投票率をあげる工夫を
公民館での期日前投票も検討　選管書記長

北
きた

川
がわ

　悦
えつ

子
こ

一
般
質
問

17 うちなだ議会だより  第139号　令和元年11月5日17



�

伝
票
入
力
や
デ
ー
タ
の

収
集
な
ど
単
純
作
業
を
自
動

化
し
、
人
為
的
ミ
ス
を
無
く

し
、
職
員
を
よ
り
重
要
な
業

務
へ
と
配
置
で
き
る
※
Ｒ
Ｐ

Ａ
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
福
島
県
会
津
美
里
町
で
は

２
日
の
作
業
を
１
時
間
に
短

縮
で
き
た
そ
う
だ
。
業
務
時

間
外
で
も
活
用
可
能
で
生
産

性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

　
人
口
減
少
時
代
に
業
務
の

効
率
化
が
急
が
れ
る
。
導
入

の
考
え
は
あ
る
か
。

�

４
市
２
町
で
構
成
す
る

石
川
中
央
都
市
圏
で
、
平
成

31
年
１
月
に
各
市
町
の
担
当

職
員
が
集
い
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
活
用
事
例

の
勉
強
会
を
行
な
っ
た
。
町

で
も
４
月
に
職
員
勉
強
会
を

開
催
し
た
。

　
今
後
も
新
技
術
を
提
供
す

る
事
業
者
や
既
導
入
自
治
体

の
活
用
事
例
を
参
考
に
、
導

入
可
能
業
務
の
検
討
及
び
導

入
効
果
を
精
査
し
、
引
き
続

き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

�

総
務
省
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
令
和
２
年
３
月

か
ら
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　
子
供
や
高
齢
者
の
見
守
り
、

各
種
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
も
使

え
る
。
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ

て
い
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き

容
量
を
活
用
し
た
町
独
自
の

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
な
い
か
。

�

国
の
動
向
を
踏
ま
え
研

究
し
て
い
く
。

�

住
民
税
や
固
定
資
産
税

の
一
括
納
付
報
奨
金
、
※
サ

ポ
カ
ー
購
入
費
補
助
や
軽
自

動
車
税
の
減
免
、
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
へ
の
割
増
給
付

や
移
動
に
支
援
が
必
要
な
方

へ
の
給
付
措
置
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
町
独
自
の
税
や
給
付

の
優
遇
措
置
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
カ
ー
ド
普
及
の

弾
み
に
で
き
な
い
か
。

�

税
や
給
付
面
で
優
遇
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

�

住
民
税
や
固
定
資
産
税

の
納
付
方
法
の
多
様
化
を
。

�

導
入
は
困
難
。

�

小
学
校
利
活
用
協
議
会

の
設
置
を
強
く
望
む
。

�

現
時
点
で
考
え
は
な
い
。

�

学
校
や
公
共
施
設
に
国

旗
・
町
旗
の
常
時
掲
揚
を
。

�

引
き
続
き
適
時
適
切
に

判
断
し
、
掲
揚
し
た
い
。

�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築
を
。

�

面
談
や
情
報
交
換
な
ど

環
境
整
備
に
努
め
る
。

問

答

問答

問答

問答問答問答問答

業務改善のためＲＰＡ導入を

磯
いそ

貝
がい

　幸
ゆき

博
ひろ

町長　引き続き調査研究していく

マイナンバーカードの内灘町の普及率は10.5％
（令和元年8月末）

将来をみすえて 町職員勉強会

※
Ｒ
Ｐ
Ａ

　
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ

セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
の
略
。人
間
が
行
な
っ

て
き
た
定
型
的
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
を
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
自
動

化
す
る
も
の
。

※
サ
ポ
カ
ー

　
セ
ー
フ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー

ト
カ
ー
の
略
称
で
、自
動

安
全
ブ
レ
ー
キ
装
置
な
ど

を
搭
載
し
た
車
。

【うら面】

【おもて面】

一
般
質
問
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�

ボ
ー
ル
遊
び
禁
止
の
公

園
も
あ
る
が
、
数
人
で
軟
式

や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
柔
ら
か

い
ボ
ー
ル
で
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
で

の
パ
ス
な
ど
の
ボ
ー
ル
遊
び

は
行
な
っ
て
も
い
い
の
で
は
。

�

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用

す
る
場
所
で
あ
る
た
め
、
危

険
な
行
為
な
ど
が
な
く
、
他

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度

の
ボ
ー
ル
遊
び
で
あ
れ
ば
容

認
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

�

公
園
は
あ
ら
ゆ
る
目
的

で
人
々
が
集
う
場
所
だ
。

　
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
利

用
す
る
た
め
、
公
園
の
規
模

や
形
状
な
ど
、
実
態
に
即
し

た
柔
軟
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を

検
討
す
べ
き
。

�

ボ
ー
ル
遊
び
に
よ
り
、

子
供
は
人
と
関
わ
り
、
多
く

の
社
会
ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
公
園
と
な
る
よ

う
調
査
研
究
す
る
。

屋

外

プ

ー

ル

�

今
年
の
夏
は
記
録
的
な

高
温
を
受
け
、
熱
中
症
対
策

の
た
め
子
供
た
ち
の
水
泳
活

動
の
機
会
が
減
少
し
た
。

　
学
校
の
プ
ー
ル
使
用
禁
止

の
基
準
を
示
せ
。

�
各
小
学
校
で
は
、
気
温

は
3₅
度
以
上
、
水
温
は
32
度

以
上
の
ほ
か
、
熱
中
症
予
防

の
暑
さ
指
数
（
※
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
）
や
降
雨
の
状
況
、
雷
及

び
大
雨
注
意
報
・
警
報
を
加

味
し
決
定
し
て
い
る
。

�

熱
中
症
対
策
は
。
今
後

も
予
想
さ
れ
る
気
温
の
上
昇

を
踏
ま
え
、
水
泳
の
機
会
を

ど
の
よ
う
に
つ
く
る
の
か
。

�

水
温
の
上
昇
を
抑
え
る

た
め
プ
ー
ル
へ
の
追
加
の
注

水
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
へ
の
テ

ン
ト
設
置
や
散
水
、
休
憩
時

間
は
日
陰
で
休
ま
せ
る
。

　
水
筒
を
持
参
さ
せ
、
水
分

補
給
の
指
導
を
行
な
っ
て
い

る
。
児
童
の
安
全
が
最
優
先

で
、
使
用
制
限
は
必
要
だ
。

問答

問答

問答

問答

1年生と6年生合同のプール授業（大根布小学校）

まわりをよくみて遊ぼうね

公園でのボール遊びは
人に迷惑をかけなければ容認　都市建設課長

七
しち

田
だ

　満
みつ

男
お

※
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

　
湿
球
黒
球
温
度
の
略
。

人
体
の
熱
収
支
に
影
響
の

大
き
い
湿
度
・
熱
放
射
・

気
温
を
取
り
入
れ
た
指
標

で
、高
温
下
で
の
作
業
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
の
暑
さ

や
熱
に
よ
る
障
害
を
防
ぐ

た
め
使
わ
れ
る
有
効
な
指

標
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
質
問
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�

向
粟
崎
５
丁
目
東
集
会

所
の
外
壁
と
屋
根
の
塗
り
直

し
な
ど
の
修
繕
工
事
が
要
望

さ
れ
て
い
る
。
過
去
に
何
度

か
修
繕
を
し
て
き
た
が
、
経

年
劣
化
が
思
っ
た
以
上
に
早

く
進
ん
で
い
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行

な
う
計
画
は
。

�

築
36
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
地
元

の
要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
策
定
中
の
個
別
施
設

計
画
に
基
づ
き
、
令
和
２
年

度
、
改
修
の
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

�

工
事
費
は
、
利
用
す
る

地
元
負
担
も
あ
っ
て
然し

か

る
べ

き
時
代
に
き
た
。
今
後
、
地

元
負
担
の
考
え
は
あ
る
か
。

�

地
区
公
民
館
改
築
の
場

合
は
地
区
協
力
金
の
取
り
決

め
が
あ
る
が
、
類
似
施
設
で

多
額
の
改
修
費
が
必
要
と
な

る
場
合
に
は
検
討
し
て
い
く
。

横
断
歩
道
と
信
号
機

�

清
湖
大
橋
下
の
県
道
松

任
宇
ノ
気
線
交
差
点
西
側
に
、

横
断
歩
道
と
押
し
ボ
タ
ン
信

号
機
の
速
や
か
な
設
置
を
強

く
要
望
す
る
。
10
年
近
く
地

元
よ
り
要
望
が
出
て
い
る
が

話
が
進
ま
な
い
。

　
地
下
道
は
、
お
年
寄
り
や

体
の
不
自
由
な
方
に
は
勾
配

が
強
く
負
担
だ
。
ま
た
、
以

前
か
ら
不
審
者
情
報
や
構
造

が
分
か
り
づ
ら
い
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
を
し
て
い
て
怖
い

な
ど
の
声
が
あ
る
。

�

地
下
道
は
、
交
通
量
の

多
い
道
路
を
安
全
に
横
断
す

る
通
路
と
し
て
有
効
だ
。
ま

た
、
交
通
安
全
の
観
点
か
ら

通
学
時
に
は
地
下
道
を
利
用

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
し
か
し
、
見
通
し
が
悪
く
、

防
犯
上
の
課
題
が
あ
り
、
横

断
歩
道
な
ど
の
安
全
対
策
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
も
、
歩
行
者
用
信
号
機
の

設
置
な
ど
最
善
の
方
法
を
講

じ
る
よ
う
、
引
き
続
き
津
幡

警
察
署
に
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

�

庁
舎
内
温
度
は
適
正
に

管
理
し
て
い
る
か
。
職
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
考
え
は
。

�

外
気
の
状
況
や
来
庁
者

の
出
入
り
に
配
慮
し
設
定
し

て
い
る
。
現
段
階
で
ア
ン
ケ

ー
ト
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

問答

問答

問

答

問答

東集会所リニューアル工事計画は

夷
い

藤
とう

　　満
みつる

町長　令和2年度実施に向け検討

今は危ないから地下道を利用してね

早期のリニューアルが待たれる

一
般
質
問
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

答　弁 答　弁

給食費の無償化を検討する
　無償化の対象は0歳から5歳児までで、0歳
から2歳児は所得制限がある。3歳から5歳児
の給食費は無償化ではないが、今後、町の財政
状況を見て検討したい。

補助事業の継続と新たな支援を検討
　平成 29 年 4 月より高齢者の通いの場を提
供する事業1件に対し助成をしている。高齢者
施策推進には地域のつながりが大変重要であ
り、今後も補助事業は継続し、新たな支援策も
調査、検討をする。

その後 その後

子育てするなら内灘 いきいきと暮らせる居場所を

幼児教育の無償化に合わせ
町独自で給食費の無償化を進めよ
　10月から実施される幼児教育無償化の対
象児童は。保護者の所得制限等はあるのか。
また、「子育てするなら内灘」と言えるよう
給食費の無償化を進めよ。

平成31年3月会議  七田　満男

地域での高齢者の居場所づくり
支援と仕組みをつくれ

　高齢者が地域でいきいきと暮らせる居場所
づくりや通いの場を空き家などを利用し、行
政が支援と仕組みづくりの働きかけ等ができ
ないか。

平成29年12月会議  北川　悦子

令和元年10月
町独自で副食費（3歳児以上）も無償化
　子育て支援をより一層拡充するため、幼
児教育・保育の無償化に合わせ、おかずや
おやつなどの副食費の無償化を実施してい
ます。

平成31年4月から
補助を増額し事業を継続

　高齢者の通いの場を提供する住民主体に
よる自主的活動の支援は、補助を増額し、
継続しています。新たに申請があれば、活
動支援を実施します。
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1部あたりの単価は42.96円です。
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議会を傍聴しませんか

議会事務局　TEL286－6715

12月会議の一般質問は 12月 5・
6日午前 10時からです。詳しくは
町ホームページをご覧ください。
傍聴の受付は当日、庁舎3階エレベー
ター横で行なっています。

街かどインタビュー
突撃！突撃！

町の団体シリーズ ④町の団体シリーズ ⑦

　

記
録
的
な
大
雨
を
も
た
ら
し

た
台
風
19
号
は
東
日
本
の
広
範

囲
に
及
び
各
地
で
甚
大
な
被
害

が
出
て
い
ま
す
。

　

そ
の
雨
量
は
、
１
０
０
年
に

１
度
と
想
定
さ
れ
る
量
を
超
え

「
大
雨
特
別
警
報
」
の
レ
ベ
ル

を
上
回
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

ま
す
。

　

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
へ
哀
悼

の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
も
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

来
る
と
は
過
去
の
事
で
、
近
年
、

自
然
災
害
は
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
大
規
模
化
し
、
頻
発
し
て

い
ま
す
。

　

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

〔
恩
道　

正
博
〕

◆
活
動
の
き
っ
か
け
は
？

○
宮
坂
か
ら
向
粟
崎
に
引
っ
越

し
た
20
代
の
頃
、
各
班
１
名

の
向
粟
崎
区
防
犯
交
通
員

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

全
町
で
防
犯
と
交
通
安
全
推

進
隊
が
で
き
た
の
で
、
そ
の

ま
ま
隊
員
に
な
り
ま
し
た
。

地
区
の
隊
長
を
経
験
し
、
今

は
本
部
の
隊
員
で
す
。

◆
思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
。

○
平
成
３
年
の
い
し
か
わ
国
体

の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
は
、
土

砂
降
り
の
中
で
警
備
を
し
ま

し
た
。

　

河
北
潟
一
周
を
自
転
車
で
駆

け
抜
け
る
選
手
の
速
さ
は
、

間
近
で
見
る
と
び
っ
く
り
す

る
ほ
ど
速
か
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

◆
先
の
４
月
で
勤
続
50
年
、
す

ご
い
歴
史
で
す
ね
。

○
当
初
か
ら
の
隊
員
は
自
分
一

人
に
な
り
ま
し
た
。
宮
坂
に

い
る
時
に
消
防
団
に
入
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の

た
め
に
活
動
す
る
の
は
当
た

り
前
と
の
思
い
が
あ
り
、
50

年
間
、
一
度
も
苦
に
感
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
て
長
く
務
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
家
族
の
理
解
の

お
か
げ
で
す
。

◆
理
想
の
町
は
。

○
昔
に
比
べ
、町
は
格
段
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
北
部
の

不
便
さ
は
あ
る
と
思
う
が
、

も
う
す
ぐ
白
帆
台
の
イ
ン

タ
ー
も
で
き
ま
す
。
何
事
を

す
る
に
も
お
金
が
か
か
る
し
、

欲
を
言
っ
て
も
き
り
が
な
い
。

今
が
暮
ら
し
や
す
い
で
す
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

米
田 

一
香

今
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
防
犯
と
交
通
安
全
推
進

隊
で
活
躍
す
る
、飯い

い

田だ

春は
る

雄お

さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

昭和43年の辞令書

中部管区防犯功労表彰
県警本部で防犯功労者表彰を受けられました

役場前にて出発式
（右から2番目が飯田さん）
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